
【体育施設が減ることへの対応】

○ 市体育館を令和5年度末に廃止する場合、令和6年度から7年度にかけて八幡体育館の工事

が予定されていることから、令和6年度に２つの体育館が利用できなくなるため酒田市体育

施設設置管理条例（国体記念体育館、勤労者体育センター、亀ケ崎記念会館、南体育館、平

田体育館、修道館、武道館）及び酒田市平田Ｂ＆Ｇ海洋センター設置管理条例（平田Ｂ＆Ｇ

体育館）の休館日（12/29～1/3）を除く週１日の休館の廃止と使用時間の改正を令和5年度

に行う。

【市体育館】

○ 浸水区域にあり、耐震性も低く老朽化しているため令和5年度末で廃止。

【スワンスケートリンク】

○ 市体育館の廃止に伴いスケートリンクも令和5年度末で廃止する。令和4年8月30日開

催の第2回懇談会の意見として、スケートリンクの存続を希望する意見が多かったこと

から移転建設の整備費を検討する。

・移転場所は、用地取得が不要な光ケ丘プール南広場とする。

・通常の鉄骨造の建物の場合、建設費用が多く必要となるため大型テント等を活用した

スケートリンクを検討する。光ケ丘プール南広場に建設する場合の床面積では、中間柱

を無くすためにシステム建築となる。

プール駐車場

・現在のスケートリンクサイズが40m×27m

に対して30m×20m程度の広となる。

『システム建築例』

・比較的安価に建設できるシステム建築でも12億程度の費用を要することから、庄

内空港周辺へのスケートリンク整備を山形県に要望する。

建設費用比較表
物件 通常の鉄骨造 システム建築

本体建物 800,000,000 700,000,000
資材倉庫 169,000,000 169,000,000
リンク整備 300,000,000 300,000,000
製氷車 30,000,000 30,000,000

計 1,299,000,000 1,199,000,000

第４回懇談会資料 酒田市体育館整備方針（案）

改正内容

施設名

国体記念体育館
4月1日から10月31日

までの月曜日
⇒ 廃止 午前9時から午後9時まで ⇒ 改正なし

勤労者体育センター 月曜日 ⇒ 廃止 午前9時から午後9時まで ⇒ 改正なし

亀ケ崎記念会館 月曜日 ⇒ 廃止 午前9時から午後9時まで ⇒ 改正なし

南体育館 月曜日 ⇒ 廃止 午前9時から午後9時まで ⇒ 改正なし

平田体育館 火曜日 ⇒ 廃止
午前9時から午後9時30分まで
（ただし、日曜日及び祝日は午後5時まで）

⇒ ただし書き廃止

武道館 月曜日 ⇒ 廃止 午前9時から午後9時まで ⇒ 改正なし

修道館 なし ⇒ 改正なし
午前8時30分から午後9時30分まで
（ただし、第3日曜日は午後5時まで）

⇒ ただし書き廃止

平田Ｂ＆Ｇ体育館 火曜日 ⇒ 廃止
午前9時から午後9時30分まで
（ただし、日曜日及び祝日は午後5時まで）

⇒ ただし書き廃止

休館 使用時間


